
別表２ 202５年度

2025年度　動物看護科　教育課程

分野 科目 単位 時間 単位 時間 単位 時間 単位 時間 単位 時間 単位 時間 単位 時間

生 命 倫 理 ・ 動 物 福 祉 1 30 1 30

動 物 形 態 機 能 学 Ⅰ 2 60 2 60

動 物 形 態 機 能 学 Ⅱ 2 60 2 60

動 物 繁 殖 学 1 30 1 30

動 物 行 動 学 1 30 1 30

動 物 栄 養 学 Ⅰ 1 30 1 30

動 物 栄 養 学 Ⅱ 1 30 1 30

比 較 動 物 学 Ⅰ 1 30 1 30

比 較 動 物 学 Ⅱ 1 30 1 30

動 物 看 護 関 連 法 規 1 15 1 15

動 物 愛 護 ・ 適 正 飼 養 関 連 法 規 1 15 1 15

動 物 看 護 学 概 論 1 30 1 30

動 物 病 理 学 1 30 1 30

動 物 薬 理 学 Ⅰ 1 30 1 30

動 物 薬 理 学 Ⅱ 1 30 1 30

動 物 感 染 症 学 Ⅰ 1 30 1 30

動 物 感 染 症 学 Ⅱ 1 30 1 30

動 物 感 染 症 学 Ⅲ 1 30 1 30

公 衆 衛 生 学 Ⅰ 1 30 1 30

公 衆 衛 生 学 Ⅱ 1 30 1 30

動 物 内 科 看 護 学 Ⅰ 1 30 1 30

動 物 内 科 看 護 学 Ⅱ 2 60 2 60

動 物 外 科 看 護 学 2 60 2 60

動 物 臨 床 看 護 学 総 論 1 30 1 30

動 物 臨 床 看 護 学 各 論 Ⅰ 2 60 2 60

動 物 臨 床 看 護 学 各 論 Ⅱ 2 60 2 60

動 物 臨 床 検 査 学 1 30 1 30

動 物 医 療 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 1 30 1 30

愛 護 動 物 学 Ⅰ 1 30 1 30

愛 護 動 物 学 Ⅱ 1 30 1 30

人 と 動 物 の 関 係 学 1 30 1 30

適 正 飼 養 指 導 論 Ⅰ 1 30 1 30

適 正 飼 養 指 導 論 Ⅱ 1 30 1 30

動 物 生 活 環 境 学 1 30 1 30

ペ ッ ト 関 連 産 業 概 論 1 30 1 30

7 210 9 270 8 240 6 180 7 210 4 90 41 1,200

動 物 形 態 機 能 学 実 習 1 30 1 30

動 物 内 科 看 護 学 実 習 Ⅰ 2 60 2 60

動 物 内 科 看 護 学 実 習 Ⅱ 2 60 2 60

動 物 臨 床 検 査 学 実 習 2 60 2 60

動 物 外 科 看 護 学 実 習 Ⅰ 1 30 1 30

動 物 外 科 看 護 学 実 習 Ⅱ 1 30 1 30

動 物 外 科 看 護 学 実 習 Ⅱ 1 30 1 30

動 物 臨 床 看 護 学 実 習 2 60 2 60

動 物 愛 護 ・ 適 正 飼 養 実 習 Ⅰ 1 30 1 30

動 物 愛 護 ・ 適 正 飼 養 実 習 Ⅱ 1 30 1 30

動 物 看 護 総 合 実 習 Ⅰ 1 30 1 30

動 物 看 護 総 合 実 習 Ⅱ 2 60 2 60

動 物 看 護 総 合 実 習 Ⅲ 3 90 3 90

3 90 3 90 4 120 1 30 6 180 3 90 20 600

10 300 12 360 12 360 7 210 13 390 7 180 61 1,800

動 物 飼 育 実 習 Ⅰ 1 30 1 30

動 物 飼 育 実 習 Ⅱ 1 30 1 30

動 物 飼 育 実 習 Ⅲ 1 30 1 30

動 物 飼 育 実 習 Ⅳ 1 30 1 30

ド ッ グ ト レ ー ニ ン グ 実 習 Ⅰ 1 30 1 30

ド ッ グ ト レ ー ニ ン グ 実 習 Ⅱ 1 30 1 30

ト ー タ ル ケ ア 実 習 Ⅰ 3 90 3 90

ト ー タ ル ケ ア 実 習 Ⅱ 3 90 3 90

愛 玩 動 物 看 護 師 試 験 対 策 Ⅰ 1 30 1 30

愛 玩 動 物 看 護 師 試 験 対 策 Ⅱ 2 60 2 60

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅰ 1 30 1 30

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅱ 1 30 1 30

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ⅲ 1 30 1 30

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 Ⅰ 1 30 1 30

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 Ⅱ 1 30 1 30

損 害 保 険 学 1 15 1 15

基 本 Ｉ Ｔ 技 術 Ⅰ 2 60 2 60

基 本 Ｉ Ｔ 技 術 Ⅱ 1 30 1 30

イ ベ ン ト プ ロ デ ュ ー ス 1 15 1 15

社 会 常 識 1 30 1 30

ビ ジ ネ ス 文 章 力 Ⅰ 1 30 1 30

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 1 30 1 30

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 学 1 30 1 30

環 境 整 備 1 30 1 30

5 120 3 90 5 150 7 210 7 210 3 90 30 870

15 420 15 450 17 510 14 420 20 600 10 270 91 2,670

専門を深める ア ニ マ ル ヘ ル パ ー 1 30 1 30

基礎的教養 ビ ジ ネ ス 文 章 力 Ⅱ 1 30 1 30

0 0 0 0 1 30 0 0 0 0 1 30 2 60

15 420 15 450 18 540 14 420 20 600 11 300 93 2,730

・単位と時間の関係は 講義は15～30時間/単位（自宅学習を含む）のものと、実習は15～45時間/単位のものに分かれる

・科目履修（単位）認定の要件： 80％以上の出席 および 期末試験 60点以上を基本とするが、科目により実技試験、あるいはレポートに換える場合もある

・卒業の要件：必修科目90単位（2,640時間）以上の修得

必　修　科　目　（　専　門　基　礎　分　野　）　計

前期 後期 前期 後期 前期 後期
 区　　　　

分

科　　目　　名
1年 ２年 3年 合計

（
専
門
基
礎
分
野

）

必
修
科
目

基礎動物学

基礎動物看護学

臨床動物看護学

愛護・適正飼養学

（
専
門
分
野

）

必
修
科
目

実　習

必　修　科　目　（　専　門　分　野　）　計

必　修　科　目　（　専門基礎分野　+　専門分野　）　 計

（
専
門
分
野

）

必
修
科
目

専門を深める

選択科目

選　択　科　目　　計

必　修　科　目　＋　選　択　科　目　 　総　計

（
社
会
人
基
礎
分
野

）

必
修
科
目

社会の中で自分
の役割を考える

社会人として必要な
ビジネス能力

社会人として持つべき
基礎的教養

必　修　科　目　（　専門分野＋社会人基礎分野 ）　計

必　修　科　目　　計



 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名　　　
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 ○月○日

第2回 ○月○日

第3回 ○月○日

第4回 ○月○日

第5回 ○月○日

第6回 ○月○日

第7回 ○月○日

第8回 ○月○日

第9回 ○月○日

第10回 ○月○日

第11回 ○月○日

第12回 ○月○日

第13回 ○月○日

第14回 ○月○日

第15回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 50  秀（Ｓ）：100点～90点

1位 2位 20  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

1位 2位 10  不可（Ｅ）:59点以下

1位 10

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

動物栄養学Ⅰ 動物看護科

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

愛玩動物看護師カリキュラム　「基礎動物学」に位置する授業。
5大栄養素やその代謝など基礎栄養学を学ぶとともに、ライフステージごとに必要とされる栄養素の違いについて理解する。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

１.  基礎栄養学
１）6大栄養素（糖質、タンパク質、脂質、ビタミン、ミネラル、水）について理解する
２）栄養要求の種差（必須アミノ酸、必須脂肪酸など）について理解する
３）食性、嗜好、嗜好性、摂食行動について理解する
４）健康維持における栄養の持つ意味について理解する
５）栄養素の不足、過剰症について理解する
２.  栄養要求量
１）エネルギー要求量（RER、MERなど）の意味と計算法について理解する
２）栄養基準（AAFCO、NRCなど）について理解する
３）ライフステージ（哺乳期、離乳期、成長期、維持期、妊娠期、授乳期、老齢期）ごとに栄養管理について理解する
３.  フードと栄養指導
１）ペットフードの種類、分類について理解する
２）ペットフードのラベル表示について理解し、飼い主に説明できる
３）中毒、与えてはいけないものについて飼い主に指導できる
４）栄養状態の評価法（BCS、体脂肪測定など）について理解する
５）肥満の弊害と減量プログラムの作成法について理解する

受講条件 動物看護科に在籍している

講義 国家資格

必修 愛玩動物看護師

 関連前科目 特になし 動物栄養学Ⅱ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名
 愛玩動物看護師カリキュラム準拠教科書8巻　EDUWARD Press出版　
2022年2月21日改訂第1版発行　（第1章 P.3～第4章 P.121）

PowerPoint「動物栄養学Ⅰ」（授業担当教員作）、成績判定試験「動
物栄養学Ⅰ」五肢択一式問題70問（授業担当教員作）、小テスト「動
物栄養学Ⅰ」全4回記述式（第4.7.10.13回授業内で実施）（授業担当
教員作）、カロリー計算練習プリント（授業担当教員作）、動物医療
従事者のための臨床栄養学　EDUWARD Press出版

 設備名・機器名 プロジェクター、スクリーン、電卓
一般社団法人 ペットフード協会　https://petfood.or.jp
ヒルズ　https://www.hills.co.jp/

炭水化物について
炭水化物の消化酵素、体内での役割、過不足による健康問題に関する五肢択一問題を5問中3
問以上正答できる。

・愛玩動物看護師カリキュラム
準拠教科書8巻
・PowerPoint「動物栄養学Ⅰ　

脂質について
脂質の消化酵素、体内での役割、過不足による健康問題に関する五肢択一問題を5問中3問以
上正答できる。犬猫の必須脂肪酸を全て答えられる。

・愛玩動物看護師カリキュラム
準拠教科書8巻
・PowerPoint「動物栄養学Ⅰ　

授業概要説明
6大栄養素について

動物栄養学の重要性について説明する事が出来る。
6大栄養素に該当する栄養素、3大栄養素に該当する栄養素を全て答えられる。

・愛玩動物看護師カリキュラム
準拠教科書8巻
・PowerPoint「動物栄養学Ⅰ　

タンパク質について
タンパク質の消化酵素、体内での役割、過不足による健康問題に関する五肢択一問題を5問
中3問以上正答できる。犬猫の必須アミノ酸を全て答えられる。

・愛玩動物看護師カリキュラム
準拠教科書8巻
・PowerPoint「動物栄養学Ⅰ　

BCS・カロリー計算について
飼い主に栄養状態の評価の仕方を説明できる。
動物の体重を元にカロリー計算をする事が出来る。

・愛玩動物看護師カリキュラム
準拠教科書8巻
・PowerPoint「動物栄養学Ⅰ　

犬猫に与えてはいけない食べ物
飼い主に犬猫に与えてはいけない食べ物とその理由を説明できる。
犬猫に与えてはいけない食べ物を誤食させてしまった場合の対処・対応の仕方を説明でき
る。

・愛玩動物看護師カリキュラム
準拠教科書8巻
・PowerPoint「動物栄養学Ⅰ　

ビタミンについて
水溶性ビタミンと脂溶性ビタミンの違いを答えられる。
脂溶性ビタミンの種類と働きを全て答えられる。

・愛玩動物看護師カリキュラム
準拠教科書8巻
・PowerPoint「動物栄養学Ⅰ　

ミネラル・水について
主要ミネラルと微量ミネラルの違いを答えられる。
主要ミネラルのNaKClの関係性、MgCaPの関係性を答えられる。

・愛玩動物看護師カリキュラム
準拠教科書8巻
・PowerPoint「動物栄養学Ⅰ　

ライフステージごとの食餌管理
ライフステージとは何か説明できる。
ライフステージごとに必要とされる栄養素、カロリー量について説明できる。

・愛玩動物看護師カリキュラム
準拠教科書8巻
・PowerPoint「動物栄養学Ⅰ　

減量プログラムについて
肥満状態とは何か説明できる。
減量プログラムの流れを飼い主に説明できる。

・愛玩動物看護師カリキュラム
準拠教科書8巻
・PowerPoint「動物栄養学Ⅰ　

ペットフードについて①
（ペットフードの歴史・種類）

犬用フード、猫用フードができた理由を時代背景とともに説明できる。
・愛玩動物看護師カリキュラム
準拠教科書8巻
・PowerPoint「動物栄養学Ⅰ　

ペットフードについて②
（ペットフード安全法・ペット
フード公正競争規約）

ペットフード安全法、ペットフード公正競争規約に関する五肢択一問題を5問中3問以上正答
できる。

・愛玩動物看護師カリキュラム
準拠教科書8巻
・PowerPoint「動物栄養学Ⅰ　

成績判定試験内容 解説 成績判定試験の内容をグループにて解説
・愛玩動物看護師カリキュラム
準拠教科書8巻
・PowerPoint「動物栄養学Ⅰ　

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

成績判定試験：第14回の授業内で実施(50分間)　70問(五肢択一式問題)
確認テスト：全4回確認テスト実施　第4回授業内で実施（5点分）、第7回授業内で実施（5点分）、第10回授業内（5点分）、第13回授業内（5点分）
授業態度：10点満点減点方式（遅刻・早退はその度に1点減点、居眠りや私語等への指導後、状況が変わらないようであれば2点減点）
作品：第8回授業後「犬・猫に与えてはいけない食べ物」について飼い主に啓発するためのポスターをA4用紙1枚にまとめる。（評価基準は授業内にて説明）
出席：0回欠席（10点）、1回欠席（5点）、2回欠席（3点）、3回欠席（1点）とする。
以上の総合得点が60点以上及び出席率80％であることを合格基準とする。

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

エキゾチックアニマルの栄養学 愛玩鳥とウサギの栄耀学に関する五肢択一問題を5問中3問以上正答できる。
・愛玩動物看護師カリキュラム
準拠教科書8巻
・PowerPoint「動物栄養学Ⅰ　

授業振り返り/成績判定試験 成績判定試験実施 -

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験

シラバス作成
者

丸山 圭太
シラバス承認

者
丸山 圭太

丸山 圭太

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/voice/maruyama/

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

⑤作品

⑥出席

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

5. 6.

2.

5. 6.

2. 2.

6.

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

13.

14. 15.

3.

4. 5. 6.

7. 8.

1 2.

9. 10.

11.

12.

13.

14. 15.

16. 17.

18. 19.

20.

21.

58 ＹＩＣ京都ペット総合専門学校

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/voice/maruyama/
https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/voice/maruyama/
https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/voice/maruyama/
https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/voice/maruyama/
https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/voice/maruyama/


 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名　　　
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 ○月○日

第2回 ○月○日

第3回 ○月○日

第4回 ○月○日

第5回 ○月○日

第6回 ○月○日

第7回 ○月○日

第8回 ○月○日

第9回 ○月○日

第10回 ○月○日

第11回 ○月○日

第12回 ○月○日

第13回 ○月○日

第14回 ○月○日

第15回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

1位 2位 50  秀（Ｓ）：100点～90点

2位 2位 20  優（Ａ）： 89点～80点

2位 1位 20  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 10  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験

シラバス作成
者

髙砂　珠乃
シラバス承認

者
丸山 圭太

高砂　珠乃・北村 昌樹

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/voice/kitamura/

①成績判定試験

②プレゼンテーション

③授業態度

④出席

⑤確認テスト

テスト返し/解説 前回行った試験の問題用紙を見ながら、問題の意義/復習する
PowerPoint「ペット関連産業概論第15回目」
EDUWARD Press出版「愛玩動物看護師カリキュラム準
拠教科書 10 巻」P265～P319

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

成績判定試験：第14回の授業内で実施(50分間)　50問(五肢択一式問題)
授業態度：10点満点減点方式（遅刻・早退はその度に1点減点、居眠りや私語等への指導後、状況が変わらないようであれば2点減点）
プレゼンテーション：第13回授業で実施「動物取扱業として起業準備」（評価基準は授業内にて説明）
出席：0回欠席（10点）、1回欠席（5点）、2回欠席（3点）、3回欠席（1点）とする。
以上の総合得点が60点以上及び出席率80％であることを合格基準とする。

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

内容発表 「動物取扱業として企業準備」の課題発表し、動物取扱業には何が必要かを説明できる。 Googleスプレットシート

授業振り返り/成績判定試験 授業を振り返り、成績判定試験実施。 -

動物取扱責任者について
動物取扱責任者として、業務を実施するために必要な実践的知識と動物の取扱方法および衛
生
管理方法を説明する事が出来る。

PowerPoint「ペット関連産業概論第11回目」
EDUWARD Press出版「愛玩動物看護師カリキュラム準
拠教科書 10 巻」P313～P319

起業準備 「動物取扱業として企業準備」を進めていくにあたり役割分担をし準備を進める事が出来る
PowerPoint「ペット関連産業概論第12回目」
EDUWARD Press出版「愛玩動物看護師カリキュラム準
拠教科書 10 巻」P265～P319

ペット関連産業のサービス業の現ペット関連産業のサービス業の現状と課題を説明できる。
PowerPoint「ペット関連産業概論第9回目」
EDUWARD Press出版「愛玩動物看護師カリキュラム準
拠教科書 10 巻」P295～301

動物取扱業制度の概要 動物取扱業制度の概要を説明できる。
PowerPoint「ペット関連産業概論第10回目」
EDUWARD Press出版「愛玩動物看護師カリキュラム準
拠教科書 10 巻」P305～P312

調べ学習の発表
ペット関連産業の現状とそれぞれが抱える課題を具体的な事例を用いて説明する事が出来
る。

PowerPoint「ペット関連産業概論第7回目」
EDUWARD Press出版「愛玩動物看護師カリキュラム準
拠教科書 10 巻」P292～295

動物病院の現状とその他サービス動物病院のサービス業の現状、その他ペット産業の現状を説明できる。
PowerPoint「ペット関連産業概論第8回目」
EDUWARD Press出版「愛玩動物看護師カリキュラム準
拠教科書 10 巻」P295～301

ペットの飼育実態と市場規模 現代のペットの飼育実態とペット産業全体の市場規模の説明ができる。
PowerPoint「ペット関連産業概論第5回目」
EDUWARD Press出版「愛玩動物看護師カリキュラム準
拠教科書 10 巻」P279～287

各ペット関連産業の現状と課題にペット関連産業の分類ごとにテーマを決めて現状と課題をまとめる事が出来る。
PowerPoint「ペット関連産業概論第6回目」
EDUWARD Press出版「愛玩動物看護師カリキュラム準
拠教科書 10 巻」P291～292

ペット関連産業における職業倫理ペット関連産業における責任と社会的役割について学び、職業倫理を説明できる。
PowerPoint「ペット関連産業概論第3回目」
EDUWARD Press出版「愛玩動物看護師カリキュラム準
拠教科書 10 巻」P265～267

ペット関連産業に関連する法律
商取引における関連法規の概要、動物の愛護及び管理に関する法律に基づく事前説明の意義
や必要性、実施方法の説明ができる。

PowerPoint「ペット関連産業概論第4回目」
EDUWARD Press出版「愛玩動物看護師カリキュラム準
拠教科書 10 巻」P268～274

ペット関連産業概論
ペット関連産業と愛玩動物看護師の関連性を学び、愛玩動物看護師の職域を説明する事が出
来る。

PowerPoint「ペット関連産業概論第1回目」

ペット業界の歴史
ペット業界の歴史について学び、現代と過去のペット関連産業の違いを比較することができ
る。

PowerPoint「ペット関連産業概論第2回目」

 関連前科目 なし 適正飼養指導論Ⅰ・動物生活環境学

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名
EDUWARD Press出版「愛玩動物看護師カリキュラム準拠教科書 
10 巻」/2021年10月29日/第1版第１刷発行

PowerPoint「ペット関連産業概論」授業担当教員作、成績判定
試験（五肢択一式）授業担当教員作

 設備名・機器名 プロジェクター・スクリーン
一般社団法人ペットフード協会　
https://petfood.or.jp/?utm_source=chatgpt.com

 科目の概要　　　　　　　　　
　　　　　　　　(全コマ数を
俯瞰して)

愛玩動物看護師カリキュラム　「愛護・適正飼養学」に位置する授業。
ペット関連産業に従事する者として職業倫理・行動倫理を理解するとともに、ペット飼育のニーズや形態、ペット関連産業を構成する業種の概要、
動物取扱業における動物取
扱責任者としての実践的知識や手法を学ぶ。

 科目の到達目標　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　(教育課程の位置
づけ)

１．  ペット関連産業における職業倫理（行動倫理を含む。）
１）責任と社会的役割を理解する（職業倫理）
２）商取引における関連法規の概要について理解する
３）動物の愛護及び管理に関する法律に基づく事前説明の意義や必要性、実施方法について理解する
２．  ペットの飼養実態と市場規模
１）ペットの飼養実態及びペット関連産業の概要・市場規模について理解する
３．  各ペット関連産業の現状と課題
１）ペットフード、ペット用品、ペット関連サービス（生体分野、美容・ヘルスケア分野、レクリエーション・観光分野、葬儀・霊園分野、獣医療
分野、ペット共生住宅・マンション分野など）の現状と
課題を理解する。
４．  動物取扱業１）動物取扱業制度の概要について理解する
２）動物取扱責任者として業務実施のために必要な実践的知識と動物の取扱方法や衛生管理に係る手法について理解する

受講条件 動物看護科に在籍をしている。

ペット関連産業概論 動物看護科

講義 国家資格

必修 愛玩動物看護師
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名　　　
(コース名)

 学年 3学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 ○月○日

第2回 ○月○日

第3回 ○月○日

第4回 ○月○日

第5回 ○月○日

第6回 ○月○日

第7回 ○月○日

第8回 ○月○日

第9回 ○月○日

第10回 ○月○日

第11回 ○月○日

第12回 ○月○日

第13回 ○月○日

第14回 ○月○日

第15回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

なし  秀（Ｓ）：100点～90点

なし  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 30  可（Ｄ）： 69点～60点

2位 1位 3位 60  不可（Ｅ）:59点以下

1位 10

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験

シラバス作成
者

北村 昌樹
シラバス承認

者
北村 昌樹

北村 昌樹

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/voice/kitamura/

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

⑤発表・作品

⑥出席

振り返り／動物愛護・適正飼養
実習Ⅱに向けて

授業内容：半期の授業を振り返る/次「動物愛護・適正飼養実習Ⅱ」の流れ・1回目・評価方
法について説明
到達目標：半期を振り返り、この授業で学んだことをまとめることができる

・PowerPoint「動物愛護・適正
飼養実習Ⅰ　第15回」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

授業態度：減点方式（遅刻・早退はその度に1点減点、居眠りや私語等への指導後、状況が変わらないようであれば2点減点）、その他実習に合わせた身なりでなかった場合、その部分ごとに2点減点（部分例：実習服を着ていない、アクセサリー
を外していない、爪が長い、長髪が束ねられていない等）
発表・作品：第4回で作成する「5つの自由を考慮した飼育環境」第9回で提出する「指導用コンテンツ」第13-14回で作成する「指導用マニュアル」と「評価ルーブリック」を評価（各作品20点　詳細は各回にて説明）
出席：欠席0回で10点　1回で5点　2回で3点　3回で1点とする。
以上の総合得点が60点以上及び出席率80％であることを合格基準とする。

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

指導用マニュアルの運用後改善
②

授業内容：前回とは担当者を変えて指導マニュアルを使ったロールプレイングのフィード
バック・改善を行う
到達目標：改善した指導用マニュアルの更なる改善を行うことができる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適
正飼養実習」飼育環境改善シー
ト」

改善後の指導用マニュアルの最
終調整

授業内容：第11-12回目で見つかった改善点を修正し、指導用マニュアルを完成させる
到達目標：修正点を改善した指導用マニュアルを完成させることができる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適
正飼養実習」飼育環境改善シー
ト」

後輩の評価ルーブリック作成
授業内容：指導した後輩の評価をするためにルーブリックを作成
到達目標：担当者が変わっても評価ができるルーブリックを作成できる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適
正飼養実習」飼育環境改善シー
ト」

指導用マニュアルの運用後改善
①

授業内容：作成した指導用マニュアルを使ったロールプレイングのフィードバック・改善を
行う
到達目標：作成した指導用マニュアルの改善を行うことができる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適
正飼養実習」飼育環境改善シー
ト」

指導用コンテンツの作成②
授業内容：作成した指導用コンテンツを提出する
到達目標：指導用コンテンツを完成させることができる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適
正飼養実習」飼育環境改善シー
ト」

指導用マニュアルの作成
授業内容：担当動物の飼育方法やハンドリングを１年生に指導するためのマニュアルを作成
する
到達目標：担当動物の飼育方法やハンドリング指導用のマニュアルを作成できる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適
正飼養実習」飼育環境改善シー
ト」

「指導の質」の向上・統一
授業内容：指導の質を統一するための指導用のコンテンツとマニュアルの必要性を考える
到達目標：指導の質を統一するために指導用のコンテンツとマニュアルが必要であることを
説明できる

・PowerPoint「動物愛護・適正
飼養実習Ⅰ　第7回」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適

指導用コンテンツの作成①
授業内容：指導用コンテンツ（各飼育動物の飼育手引書と飼育動画）を作成する
到達目標：コンテンツ作成に必要な素材を集めることができる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適
正飼養実習」飼育環境改善シー
ト」

後輩指導に必要な観点
授業内容：後輩指導において「相手の立場に立つこと」の重要性について考える
到達目標：指導の悩みは主に「自分と相手の違い」が原因であることを説明できる

・PowerPoint「動物愛護・適正
飼養実習Ⅰ　第5回」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適

後輩指導のポイント
クラス共通のビジョンを考える

授業内容：後輩指導時の5つのポイントを学び、クラス共通のビジョンを考える
到達目標：クラスで共通のビジョンを3つ考えることができる

・PowerPoint「動物愛護・適正
飼養実習Ⅰ　第6回」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適

動物飼育環境の改善②
授業内容：抽出された問題点の改善を行う。クラス全体で問題点と改善方法を共有
到達目標：改善された問題点と改善方法を共有できる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適
正飼養実習」飼育環境改善シー
ト」

動物飼育環境の改善③
授業内容：各飼育動物毎の改善された環境をクラス内で共有する
到達目標：各飼育動物の改善された環境をクラスで共有できる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適
正飼養実習」飼育環境改善シー
ト」

授業概要説明
適正飼養・適正飼養指導とは

授業内容：授業概要の説明/ 愛玩動物における適正飼養、またその指導について考える
到達目標：愛玩動物看護師における飼育環境改善が遠隔操作的に行われることを説明できる

・PowerPoint「動物愛護・適正
飼養実習Ⅰ　第1回」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適

動物飼育環境の改善①
担当動物を決める

授業内容：現在の動物飼育環境やハンドリングにおける問題点の抽出、その改善を行う
到達目標：飼育指導を行うことを前提に担当動物を決めることができる

・PowerPoint「動物愛護・適正
飼養実習Ⅰ　第2回」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適

 関連前科目 愛玩動物学、動物飼育実習Ⅲ 動物愛護・適正飼養実習Ⅱ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 なし
PowerPoint「動物愛護・適正飼養実習Ⅰ」（授業担当教員作）、
Googleスプレッドシート

 設備名・機器名 プロジェクター、モニター、学校飼育動物
環境省「法令・基準等（動物愛護管理法）」
https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/rule.html

 科目の概要　　　　　　　　　
　　　　　　　　(全コマ数を
俯瞰して)

愛玩動物看護師カリキュラム 「実習」に位置する授業
動物の飼養管理に関する基本的な取扱いや飼い主とのコミュニケーションなど、愛護・適正飼養学に関連した科目で学んだ知識の実践力を修得する。
学んできた内容を活用し、学校飼育動物の飼育方法や保定技術を「動物愛護・適正飼養実習Ⅱ」にて動物看護科1年生に指導する。「動物愛護・適正飼養実習
Ⅰ」ではその指導を行うための準備をする。

 科目の到達目標　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　(教育課程の位置
づけ)

・「5つの自由」の考え方に則った学校飼育動物の飼育環境改善ができる。
・1年生に指導をするための指導マニュアル・飼育マニュアルが作成できる。

受講条件 愛玩動物学、動物飼育実習Ⅲの単位を修得している

動物愛護・適正飼養実習Ⅰ 動物看護科

実習 国家資格

必修 愛玩動物看護師
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名　　　
(コース名)

 学年 3学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 ○月○日

第2回 ○月○日

第3回 ○月○日

第4回 ○月○日

第5回 ○月○日

第6回 ○月○日

第7回 ○月○日

第8回 ○月○日

第9回 ○月○日

第10回 ○月○日

第11回 ○月○日

第12回 ○月○日

第13回 ○月○日

第14回 ○月○日

第15回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

なし  秀（Ｓ）：100点～90点

なし  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 30  可（Ｄ）： 69点～60点

2位 1位 3位 60  不可（Ｅ）:59点以下

1位 10

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験

シラバス作成
者

北村 昌樹
シラバス承認

者
北村 昌樹

北村 昌樹

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/voice/kitamura/

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

⑤発表・作品

⑥出席

振り返り／動物愛護・適正飼養
実習Ⅱに向けて

授業内容：半期の授業を振り返る/次「動物愛護・適正飼養実習Ⅱ」の流れ・1回目・評価方法について説
明
到達目標：半期を振り返り、この授業で学んだことをまとめることができる

・PowerPoint「動物愛護・適正飼養実習　
振り返り」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

授業態度：減点方式（遅刻・早退はその度に1点減点、居眠りや私語等への指導後、状況が変わらないようであれば2点減点）、その他実習に合わせた身なりでなかった場合、その部分ごとに2
点減点（部分例：実習服を着ていない、アクセサリーを外していない、爪が長い、長髪が束ねられていない等）
発表・作品：
出席：欠席0回で10点　1回で5点　2回で3点　3回で1点とする。
以上の総合得点が60点以上及び出席率80％であることを合格基準とする。

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

マニュアル修正後
飼育・ハンドリング指導
（6人目）

授業内容：第7回で修正したマニュアルを使用し、1年生に飼育方法の指導を行う
到達目標：改善した指導用マニュアルを使って6人目の1年生を指導できる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

1年生成績判定試験評価
授業内容：1年生の成績判定試験（実習）を評価者として参加し、担当動物の飼育を1年生が指導通りできたかを評価
する
到達目標：事前に作成した指導用マニュアルと評価ルーブリックを用いて1年生を評価できる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

マニュアル修正後
飼育・ハンドリング指導
（4人目）

授業内容：第7回で修正したマニュアルを使用し、1年生に飼育方法の指導を行う
到達目標：改善した指導用マニュアルを使って4人目の1年生を指導できる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

マニュアル修正後
飼育・ハンドリング指導
（5人目）

授業内容：第7回で修正したマニュアルを使用し、1年生に飼育方法の指導を行う
到達目標：改善した指導用マニュアルを使って5人目の1年生を指導できる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

マニュアル修正後
飼育・ハンドリング指導
（2人目）

授業内容：第7回で修正したマニュアルを使用し、1年生に飼育方法の指導を行う
到達目標：改善した指導用マニュアルを使って2人目の1年生を指導できる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

マニュアル修正後
飼育・ハンドリング指導
（3人目）

授業内容：第7回で修正したマニュアルを使用し、1年生に飼育方法の指導を行う
到達目標：改善した指導用マニュアルを使って3人目の1年生を指導できる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

中間確認
授業内容：3年生のみで後輩指導前半を振り返り、作成した指導用マニュアルに改善点がないかを話し合
う
到達目標：前半を振り返って、指導用マニュアルを修正できる

・PowerPoint「動物愛護・適正飼養実習
Ⅱ　中間確認」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

マニュアル修正後
飼育・ハンドリング指導
（1人目）

授業内容：第7回で修正したマニュアルを使用し、1年生に飼育方法の指導を行う
到達目標：改善した指導用マニュアルを使って1人目の1年生を指導できる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

飼育・ハンドリング指導
（4人目）

授業内容：担当動物の飼育方法とハンドリング方法を指導用マニュアルを使用して1年生に指導する
到達目標：4人目の1年生を指導用マニュアル通りに指導ができる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

飼育・ハンドリング指導
（5人目）

授業内容：担当動物の飼育方法とハンドリング方法を指導用マニュアルを使用して1年生に指導する
到達目標：5人目の1年生を指導用マニュアル通りに指導ができる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

飼育・ハンドリング指導
（2人目）

授業内容：担当動物の飼育方法とハンドリング方法を指導用マニュアルを使用して1年生に指導する
到達目標：2人目の1年生を指導用マニュアル通りに指導ができる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

飼育・ハンドリング指導
（3人目）

授業内容：担当動物の飼育方法とハンドリング方法を指導用マニュアルを使用して1年生に指導する
到達目標：3人目の1年生を指導用マニュアル通りに指導ができる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

授業概要説明
飼育を行う時の注意点

授業内容：授業概要の説明/ 動物飼育実習の注意点を再確認する
到達目標：飼育実習での注意点を3つ説明できる

・PowerPoint「動物飼育実習Ⅰ」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

飼育・ハンドリング指導
（1人目）

授業内容：担当動物の飼育方法とハンドリング方法を指導用マニュアルを使用して1年生に指導する
到達目標：1人目の1年生を指導用マニュアル通りに指導ができる

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「「動物愛護・適正飼養実
習」飼育環境改善シート」

 関連前科目 動物愛護・適正飼養実習Ⅰ なし

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 なし
PowerPoint「動物愛護・適正飼養実習Ⅱ」（授業担当教員作）、
Googleスプレッドシート、Googleフォーム

 設備名・機器名 プロジェクター、モニター、学校飼育動物
環境省「法令・基準等（動物愛護管理法）」
https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/rule.html

 科目の概要　　　　　　　　　
　　　　　　　　(全コマ数を
俯瞰して)

愛玩動物看護師カリキュラム 「実習」に位置する授業
動物の飼養管理に関する基本的な取扱いや飼い主とのコミュニケーションなど、愛護・適正飼養学に関連した科目で学んだ知識の実践力を修得する。
学んできた内容を活用し、学校飼育動物の飼育方法や保定技術を「動物愛護・適正飼養実習Ⅱ」にて動物看護科1年生に指導する。
※学校飼育動物の状況によっては、その動物が授業にて使用できない場合がある。

 科目の到達目標　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　(教育課程の位置
づけ)

「動物愛護・適正飼養実習Ⅰ」にて作成した指導用マニュアルと評価ルーブリックを使って、1年生に学校飼育動物の動物飼育実習における飼育方法とハンドリ
ング方法を教えることができる

受講条件 動物愛護・適正飼養実習Ⅰの単位を修得している

動物愛護・適正飼養実習Ⅱ 動物看護科

実習 国家資格

必修 愛玩動物看護師
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名　　　
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 ○月○日

第2回 ○月○日

第3回 ○月○日

第4回 ○月○日

第5回 ○月○日

第6回 ○月○日

第7回 ○月○日

第8回 ○月○日

第9回 ○月○日

第10回 ○月○日

第11回 ○月○日

第12回 ○月○日

第13回 ○月○日

第14回 ○月○日

第15回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

なし  秀（Ｓ）：100点～90点

なし  優（Ａ）： 89点～80点

3位 1位 2位 70  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 20  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

1位 10

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

改5

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再履修

シラバス作成
者

小林　永実
シラバス承認

者
丸山 圭太

丸山　圭太・小林　永実

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/voice/maruyama/

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

⑤作品

⑥出席

事後学習③（就活スケジュール作今後の就職活動スケジュールを時系列順に立てる事が出来る。
PowePoint「動物総合実習Ⅰ」
（理解型実習）事後学習　2025

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

成績判定試験：なし。
授業態度：減点方式（遅刻・早退はそのたびに1点減点、居眠りや私語等への指導後、状況がかわらないようであれば2点減点）
課題レポート：見学ポイントシート（20点）動物看護総合実習1報告書（30点）実習後まとめ（20点）。評価基準は授業内にて説明。
以上の総合得点が60点以上及び出席率80％であることを合格基準とする。

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

事後学習①（ポートフォリオに振
ポートフォリオ内の動物病院からの評価・アドバイスを元に、自分自身が足りていない能力
を把握する事が出来る。]
また、足りていない能力を伸ばしていくための計画を立てる事が出来る。

PowePoint「動物総合実習Ⅰ」
（理解型実習）事前学習　2025

事後学習②（自身の就職先条件を
今回の見学先病院が、自身の就職先を探すうえでの条件に一致をしていたか振り返る事が出
来る。
グループワークを通して、見学先動物病院の情報を共有して、就職先候補動物病院を絞るこ

PowePoint「動物総合実習Ⅰ」
（理解型実習）事後学習　2025

動物病院見学⑧（預かり動物の
対応）

病院見学時の礼儀、マナーを守って見学実施。動物病院内の預かり動物の対応を見学し、動
物病院内で動物の管理方法をポートフォリオにまとめることができる。

ポートフォリオ

動物病院見学⑨（手術・処置）
病院見学時の礼儀、マナーを守って見学実施。手術もしくは治療処置を見学し、愛玩動物看
護師の役割をポートフォリオにまとめることができる。

ポートフォリオ

動物病院見学⑥（衛生管理）
病院見学時の礼儀、マナーを守って見学実施。動物病院の設備を見学し、その動物病院が衛
生管理で気を付けている点をポートフォリオにまとめることができる。

ポートフォリオ

動物病院見学⑦（接客マナー）
病院見学時の礼儀、マナーを守って見学実施。動物病院の受付業務を見学し、飼い主への接
し方や話し方をポートフォリオにまとめることができる。

ポートフォリオ

動物病院見学④（検査）
病院見学時の礼儀、マナーを守って見学実施。愛玩動物看護師が行ってる検査手技を見学し
て、検査手順や注意点をポートフォリオにまとめることができる。

ポートフォリオ

動物病院見学⑤（診療補助）
病院見学時の礼儀、マナーを守って見学実施。愛玩動物看護師が行っている診察補助を見学
し、保定のポイントをポートフォリオにまとめることができる。

ポートフォリオ

動物病院見学②（積極的な見学
参加）

病院見学時の礼儀、マナーを守って見学実施。学生としての節度ある行動、積極性をもって
見学することができる。

ポートフォリオ

動物病院見学③（診察）
病院見学時の礼儀、マナーを守って見学実施。獣医師の診察を見学し、ポートフォリオにま
とめることができる。

ポートフォリオ

事前学習③（ポートフォリオ作
成）

ポートフォリオに実習期間の学習計画を数値目標を入れて立てる事が出来る。
PowePoint「動物総合実習Ⅰ」
（理解型実習）事前学習　2025

動物病院見学①（目標に向かっ
て行動する）

病院見学時の礼儀、マナーを守って見学実施。事前学習で計画した目標内容に留意しながら
見学に参加できる。

ポートフォリオ

授業概論/事前学習①（動物病
院選びについて）

授業の目的・病院見学時の注意事項を説明。自身が病院見学時に見たいポイント、勉強した
いポイントを明確にあげることができる。病院見学時に気を付けたいことをあげることがで
きる。

PowePoint「動物総合実習Ⅰ」
（理解型実習）事前学習　2025

事前学習②（電話のかけ方、身
だしなみ、履歴書作成）

見学で見たいポイントにあった病院を探す。自身が見学したい病院を第三希望以上あげるこ
とができる。動物病院に自身で連絡を取り見学の日程を決めることができる。正しい言葉づ
かいもしくはビジネスメールで対応ができる。

PowePoint「動物総合実習Ⅰ」
（理解型実習）事前学習　2025

 関連前科目 - 動物看護総合実習Ⅱ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 なし
PowePoint「動物総合実習Ⅰ」（理解型実習）2025、ポートフォ
リオ

 設備名・機器名 プロジェクター、スクリーン
一般社団法人　日本動物看護師会
https://www.jvna.or.jp/code_of_ethics/

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

・オリエンテーションを受け、動物病院の概要、動物看護師の職務内容を理解する。
・獣医師・愛玩動物看護師の業務内容を把握する。
・動物病院の施設見学をし、施設の概況や機能を理解する。
・動物病院の衛生管理・環境整備の必要性を理解する。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

１．  動物看護業務の理解
１）チーム獣医療における愛玩動物看護師の役割を理解する
２）動物診療施設を見学し、設備や機能を理解する
３）愛玩動物を適正に管理する方法について理解する

受講条件 動物看護科に在籍している

動物看護総合実習Ⅰ 動物看護科

実習 国家資格

必修 愛玩動物看護師
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名　　　
(コース名)

 学年 1学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 ○月○日

第2回 ○月○日

第3回 ○月○日

第4回 ○月○日

第5回 ○月○日

第6回 ○月○日

第7回 ○月○日

第8回 ○月○日

第9回 ○月○日

第10回 ○月○日

第11回 ○月○日

第12回 ○月○日

第13回 ○月○日

第14回 ○月○日

第15回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

3位 1位 2位 60  秀（Ｓ）：100点～90点

なし  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 30  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

1位 10

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

 科目の概要
(全コマ数を俯瞰して)

適正飼養法及び動物看護に必要な観察力と動物福祉の精神を身につけ、正常と異常を鑑別しながら、小動物の飼育が行えるようになる。
動物看護科3年生と一緒に授業を行い、3年生から各動物の適正飼養方法の指導を受け、第14-15回目の授業では、1年生だけで授業ができるようにな
ることを目標としている。
※学校飼育動物の状況によっては、その動物が授業にて使用できない場合がある。

 科目の到達目標
(教育課程の位置づけ)

愛玩動物学Ⅰ学んだ知識を用いて、①1年生だけで「正しいとされる小動物飼育」ができる　②生態習性を含んだ「適正飼養指導」ができる

受講条件 動物看護科に在籍している。愛玩動物学Ⅰの単位取得。

動物飼育実習Ⅰ 動物看護科

実習 該当なし

選択必修 なし

 関連前科目 愛玩動物学Ⅰ 動物飼育実習Ⅱ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 なし
PowerPoint「動物飼育実習Ⅰ」（授業担当教員作）、動物飼育
記録、「愛玩動物学Ⅰ」全配布資料、Googleスプレッドシート

 設備名・機器名 プロジェクター、スクリーン、学校飼育動物
環境省「家庭動物等飼養保管技術マニュアル」
https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/pamph/h
ouse.pdf

動物飼育実習　ウサギ②
※各回、動物をローテーション
して実施する。

授業内容：事前に指定された学校飼育動物の飼育を3年生の指導を受けながら実施。
　　　　　飼育後、教員を飼い主と想定し、適正飼養指導を行う。
　　　　　※各回、動物をローテーションして実施する。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「飼育動物担当
表・111教室座席表」

動物飼育実習　モルモット①
※各回、動物をローテーション
して実施する。

授業内容：事前に指定された学校飼育動物の飼育を3年生の指導を受けながら実施。
　　　　　飼育後、教員を飼い主と想定し、適正飼養指導を行う。
　　　　　※各回、動物をローテーションして実施する。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「飼育動物担当
表・111教室座席表」

授業概要説明 授業内容：この授業の流れ・目標を説明
・PowerPoint「動物飼育実習
Ⅰ」
・「動物飼育記録」

動物飼育実習　ウサギ①
※各回、動物をローテーション
して実施する。

授業内容：事前に指定された学校飼育動物の飼育を3年生の指導を受けながら実施。
　　　　　飼育後、教員を飼い主と想定し、適正飼養指導を行う。
到達目標：①事前に指定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「飼育動物担当
表・111教室座席表」

動物飼育実習　ジャンガリアン
ハムスター
※各回、動物をローテーション

授業内容：事前に指定された学校飼育動物の飼育を3年生の指導を受けながら実施。
　　　　　飼育後、教員を飼い主と想定し、適正飼養指導を行う。
　　　　　※各回、動物をローテーションして実施する。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「飼育動物担当
表・111教室座席表」

動物飼育実習　ゴールデンハム
スター
※各回、動物をローテーション

授業内容：事前に指定された学校飼育動物の飼育を3年生の指導を受けながら実施。
　　　　　飼育後、教員を飼い主と想定し、適正飼養指導を行う。
　　　　　※各回、動物をローテーションして実施する。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「飼育動物担当
表・111教室座席表」

動物飼育実習　モルモット②
※各回、動物をローテーション
して実施する。

授業内容：事前に指定された学校飼育動物の飼育を3年生の指導を受けながら実施。
　　　　　飼育後、教員を飼い主と想定し、適正飼養指導を行う。
　　　　　※各回、動物をローテーションして実施する。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「飼育動物担当
表・111教室座席表」

動物飼育実習　フェレット
※各回、動物をローテーション
して実施する。

授業内容：事前に指定された学校飼育動物の飼育を3年生の指導を受けながら実施。
　　　　　飼育後、教員を飼い主と想定し、適正飼養指導を行う。
　　　　　※各回、動物をローテーションして実施する。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「飼育動物担当
表・111教室座席表」

動物飼育実習　ハリネズミ
※各回、動物をローテーション
して実施する。

授業内容：事前に指定された学校飼育動物の飼育を3年生の指導を受けながら実施。
　　　　　飼育後、教員を飼い主と想定し、適正飼養指導を行う。
　　　　　※各回、動物をローテーションして実施する。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「飼育動物担当
表・111教室座席表」

動物飼育実習　セキセイインコ
※各回、動物をローテーション
して実施する。

授業内容：事前に指定された学校飼育動物の飼育を3年生の指導を受けながら実施。
　　　　　飼育後、教員を飼い主と想定し、適正飼養指導を行う。
　　　　　※各回、動物をローテーションして実施する。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「飼育動物担当
表・111教室座席表」

動物飼育実習　チンチラ
※各回、動物をローテーション
して実施する。

授業内容：事前に指定された学校飼育動物の飼育を3年生の指導を受けながら実施。
　　　　　飼育後、教員を飼い主と想定し、適正飼養指導を行う。
　　　　　※各回、動物をローテーションして実施する。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「飼育動物担当
表・111教室座席表」

動物飼育実習　フクロモモンガ
※各回、動物をローテーション
して実施する。

授業内容：事前に指定された学校飼育動物の飼育を3年生の指導を受けながら実施。
　　　　　飼育後、教員を飼い主と想定し、適正飼養指導を行う。
　　　　　※各回、動物をローテーションして実施する。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「飼育動物担当
表・111教室座席表」

試験後 改善実習
授業内容：成績判定試験のフィードバックを受け、試験の流れと同じように実習を行う。
到達目標：フィードバックを受けた内容を改善できる。

・「動物飼育記録」

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

成績判定試験：第14回で実施。 ※評価基準等詳細は第1回目に説明。Google classroomにて掲示。
授業態度：減点方式（遅刻・早退はその度に1点減点、私語等への指導後、状況が変わらないようであれば2点減点　その他実習に合わせた身なりでなかった場合、その部分ご
とに2点減点（部分例：実習服を着ていない、アクセサリーを外していない、爪が長い、長髪が束ねられていない等））
出席：欠席0回で10点　1回で5点　2回で3点　3回で1点とする。
以上の総合得点が60点以上及び出席率80％であることを合格基準とする。

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

動物飼育実習　オカメインコ
※各回、動物をローテーション
して実施する。

授業内容：事前に指定された学校飼育動物の飼育を3年生の指導を受けながら実施。
　　　　　飼育後、教員を飼い主と想定し、適正飼養指導を行う。
　　　　　※各回、動物をローテーションして実施する。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「飼育動物担当
表・111教室座席表」

成績判定試験 授業内容：成績判定試験実施 ・「動物飼育記録」

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験

シラバス作成
者

北村 昌樹
シラバス承認

者
丸山 圭太

北村 昌樹
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①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

⑤作品

⑥出席

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名　　　
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 前期  開講年月 4月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 ○月○日

第2回 ○月○日

第3回 ○月○日

第4回 ○月○日

第5回 ○月○日

第6回 ○月○日

第7回 ○月○日

第8回 ○月○日

第9回 ○月○日

第10回 ○月○日

第11回 ○月○日

第12回 ○月○日

第13回 ○月○日

第14回 ○月○日

第15回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

3位 1位 2位 60  秀（Ｓ）：100点～90点

なし  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 30  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

1位 10

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

 科目の概要　　　　　　　　　
　　　　　　　　(全コマ数を
俯瞰して)

適正飼養法及び動物看護に必要な観察力と動物福祉の精神を身につけ、正常と異常を鑑別しながら、小動物の飼育が行えるようになる。
2学年では現場を想定し、飼育を担当する動物をランダムに決定。担当飼育動物の起こりやすい疾病を含めた適正飼養指導を行う。
※学校飼育動物の状況によっては、その動物が授業にて使用できない場合がある。

 科目の到達目標　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　(教育課程の位置
づけ)

①「正しいとされる小動物飼育」ができる　②各小動物に起こりやすい疾病を含んだ「適正飼養指導」ができる

受講条件 動物看護科に在籍している。動物飼育実習Ⅰの単位取得。

動物飼育実習Ⅱ 動物看護科

実習 該当なし

選択必修 なし

 関連前科目 動物飼育実習Ⅰ 動物飼育実習Ⅲ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 なし
動物飼育記録、「愛玩動物学Ⅰ」全配布資料、Googleスプレッド
シート

 設備名・機器名 学校飼育動物
環境省「家庭動物等飼養保管技術マニュアル」
https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/pamph/h
ouse.pdf

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

授業概要説明/各動物の飼育範
囲決め

授業内容：この授業の流れ・目標を説明/1年次のクラスにて実施していた飼育方法・流れを
2年次クラスで共有。
各動物の飼育範囲をクラスで話し合い決定する。

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「２年「動物飼育
実習Ⅱ」流れ説明資料（学生配
信用）」

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※飼育動物の偏りを調整

授業内容：担当する飼育動物の偏りを調整するため、自身の苦手な小動物を選び、2人1組の
ペアで飼育を実施。
到達目標：①自分が選んだ各学校飼育動物 到達目標を達成できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※飼育動物の偏りを調整

授業内容：担当する飼育動物の偏りを調整するため、自身の苦手な小動物を選び、2人1組の
ペアで飼育を実施。
到達目標：①自分が選んだ各学校飼育動物 到達目標を達成できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

試験後 改善実習
授業内容：成績判定試験のフィードバックを受け、試験の流れと同じように実習を行う。
到達目標：フィードバックを受けた内容を改善できる。

・「動物飼育記録」

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

成績判定試験：第14回で実施。 ※評価基準等詳細は第1回目に説明。Google classroomにて掲示。
授業態度：減点方式（遅刻・早退はその度に1点減点、私語等への指導後、状況が変わらないようであれば2点減点　その他実習に合わせた身なりでなかった場合、その部分ご
とに2点減点（部分例：実習服を着ていない、アクセサリーを外していない、爪が長い、長髪が束ねられていない等））
出席：欠席0回で10点　1回で5点　2回で3点　3回で1点とする。
以上の総合得点が60点以上及び出席率80％であることを合格基準とする。

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

成績判定試験 成績判定試験実施 ・「動物飼育記録」

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験

シラバス作成
者

北村 昌樹
シラバス承認

者
丸山 圭太

北村 昌樹

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/voice/kitamura/

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

⑤作品

⑥出席

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)
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 ２０２５年度シラバス

科目名  学科名　　　
(コース名)

 学年 2学年

 授業形態  学期 後期  開講年月 10月 該当資格区分

 教育課程区
分

 単位数 1  時間数 30 該当資格名称

 教材名

 関連サイト

 関連後科目

回(コマ) 開講日

第1回 ○月○日

第2回 ○月○日

第3回 ○月○日

第4回 ○月○日

第5回 ○月○日

第6回 ○月○日

第7回 ○月○日

第8回 ○月○日

第9回 ○月○日

第10回 ○月○日

第11回 ○月○日

第12回 ○月○日

第13回 ○月○日

第14回 ○月○日

第15回 ○月○日

知識・理解 思考・判断 関心・意欲 態度 技能・表現 評価配分％

3位 1位 2位 60  秀（Ｓ）：100点～90点

なし  優（Ａ）： 89点～80点

なし  良（Ｂ）： 79点～70点

2位 1位 30  可（Ｄ）： 69点～60点

なし  不可（Ｅ）:59点以下

1位 10

不合格の場合

授業担当教員

実務経験紹介

更新履歴

改1

改2

改3

改4

 科目の概要　　　　　　　　　
　　　　　　　　(全コマ数を
俯瞰して)

適正飼養法及び動物看護に必要な観察力と動物福祉の精神を身につけ、正常と異常を鑑別しながら、小動物の飼育が行えるようになる。
2学年では現場を想定し、飼育を担当する動物をランダムに決定。1人で飼育を行い、担当飼育動物の起こりやすい疾病を含めた適正飼養指導を行
う。
※学校飼育動物の状況によっては、その動物が授業にて使用できない場合がある。

 科目の到達目標　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　(教育課程の位置
づけ)

①各小動物に起こりやすい疾病を含んだ「適正飼養指導」ができる　②1人で「正しいとされる小動物飼育」ができる。

受講条件 動物看護科に在籍している。動物飼育実習Ⅱの単位取得。

動物飼育実習Ⅲ 動物看護科

実習 該当なし

選択必修 なし

 関連前科目 動物飼育実習Ⅱ 動物飼育実習Ⅳ

 授業計画（授業コマ単位）学科：15コマ以上目単位、実習・演習：30コマ以上/単位

授業コマの主題(タイトル) 各時間ごとの授業内容および授業コマの到達目標 使用教科書・教材

 教科書名 なし
動物飼育記録、「愛玩動物学Ⅰ」全配布資料、Googleスプレッド
シート

 設備名・機器名 学校飼育動物
環境省「家庭動物等飼養保管技術マニュアル」
https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/aigo/2_data/pamph/h
ouse.pdf

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

授業概要説明/動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「２年「動物飼育
実習Ⅱ」流れ説明資料（学生配
信用）」

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※飼育動物の偏りを調整

授業内容：担当する飼育動物の偏りを調整するため、自身の苦手な小動物を選び、2人1組の
ペアで飼育を実施。
到達目標：①自分が選んだ各学校飼育動物 到達目標を達成できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
　　　　　1名を評価担当者とし、飼育内容の確認・評価を実施する。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習（評価）
※動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
　　　　　1名を評価担当者とし、飼育内容の確認・評価を実施する。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※飼育動物の偏りを調整

授業内容：担当する飼育動物の偏りを調整するため、自身の苦手な小動物を選び、2人1組の
ペアで飼育を実施。
到達目標：①自分が選んだ各学校飼育動物 到達目標を達成できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習（評価）
※動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
　　　　　1名を評価担当者とし、飼育内容の確認・評価を実施する。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人2組のペアで実施。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。
　　　　　②疾病を含んだ適正飼養方法について、わかりやすく説明できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

動物飼育実習
※各回、動物をランダムに設定

授業内容：担当する飼育動物の偏りを調整するため、希望する小動物を選び、2人1組のペア
で飼育を実施。
到達目標：①自分が選んだ各学校飼育動物 到達目標を達成できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

成績判定試験②
前半チーム/後半チームに分かれ、成績判定試験実施（後半チーム実習試験/前半チーム作文
試験）

・「動物飼育記録」

 成績評価方法（当該コマの到達目標に対する評価基準と評価方法）…「筆記試験」における試験(出題)の適正化(正規分布)、「レポート」の評価等は別に定める。

成績判定試験：第14・15回で実施。 ※評価基準等詳細は第1回目に説明。Google classroomにて掲示。
授業態度：減点方式（遅刻・早退はその度に1点減点、私語等への指導後、状況が変わらないようであれば2点減点　その他実習に合わせた身なりでなかった場合、その部分ご
とに2点減点（部分例：実習服を着ていない、アクセサリーを外していない、爪が長い、長髪が束ねられていない等））
出席：欠席0回で10点　1回で5点　2回で3点　3回で1点とする。
以上の総合得点が60点以上及び出席率80％であることを合格基準とする。

↓判定方法＼該当する観点→ 成績評価基準

動物飼育実習（評価）
※動物をランダムに設定

授業内容：ランダムに設定された学校飼育動物の飼育を2人1組のペアで実施。
　　　　　1名を評価担当者とし、飼育内容の確認・評価を実施する。
到達目標：①ランダムに設定された各学校飼育動物 到達目標を達成できる。

・「動物飼育記録」
・ｽﾌﾟﾚｯﾄﾞｼｰﾄ「【動物飼育実習
Ⅱ】各種動物飼育の流れ」

成績判定試験①
前半チーム/後半チームに分かれ、成績判定試験実施（前半チーム実習試験/後半チーム作文
試験）

・「動物飼育記録」

上記の判定方法がどの観点に属するものか、優先順位をつける。上位1位～降順。 再試験

シラバス作成
者

北村 昌樹
シラバス承認

者
丸山 圭太

北村 昌樹

https://www.yic-kyoto-pet.ac.jp/voice/kitamura/

①成績判定試験

②確認テスト

③課題レポート

④授業態度

⑤作品

⑥出席

シラバス更新履歴 更新理由 更新箇所 作成者 Check者(確認者)
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